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「大芝の湯」などに活用へ
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バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
発
電
施
設
を
整

備
す
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
高
原

内
や
村
内
で
調
達
し
た
伐
採
木
な
ど
か

ら
熱
と
電
気
を
取
り
出
し
、
大
芝
の
場

な
ど
で
活
用
す
る
計
画
で
、
事
業
費
約

8
億
円
（
概
算
）
を
投
じ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
地
域
内
で
循
環
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
月
指
す
。
2
0
2
5
年
度
に
計
画

を
策
定
し
て
国
に
提
出
し
、
交
付
金
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
れ
ば
2
6
年
度
か
ら

3
カ
年
で
整
備
し
た
い
考
え
だ
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
発
電

は
、
木
材
を
燃
や
し
、
ボ
イ
ラ
ー
で
発

生
さ
せ
た
蒸
気
や
ガ
ス
で
エ
ン
ジ
ン
を

回
転
さ
せ
、
発
電
す
る
方
法
。
燃
焼
に
伴

う
熟
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
可
能
だ
。

構
想
だ
と
、
大
芝
高
原
の
森
林
整
備

や
松
枯
れ
で
処
分
が
必
要
と
な
る
樹

木
や
建
築
廃
材
を
粉
砕
し
、
2
～
7

琴
の
大
き
さ
に
チ
ッ
プ
化
し
た
後
、

燃
や
し
て
電
気
と
熟
に
変
換
す
る
。
電

気
は
大
芝
の
湯
の
照
明
や
エ
ア
コ
ン
、

サ
ウ
ナ
な
ど
で
使
用
し
、
熟
は
温
泉
を

温
め
た
隼
床
暖
房
や
給
湯
に
使
っ

た
り
す
る
。
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ト
は
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
の
近
隣
施
設
で
活
用

す
る
は
か
、
電
力
会
社
へ
の
売
電
も
視

野
に
入
れ
る
。

施
設
は
、
木
材
チ
ッ
プ
製
造
施
設
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
発
電
施
設

か
ら
な
り
、
両
施
設
を
収
容
す
る
建
屋

を
大
芝
の
湯
近
く
に
整
備
す
る
。
建
築

面
積
は
1
0
0
平
方
㍍
ほ
ど
で
「
住
宅

一
軒
程
度
の
小
規
模
な
も
の
」
と
い

う
。
木
材
の
搬
入
道
路
や
保
管
す
る
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
必
要
に
な
る
。

村
で
は
、
建
物
の
長
寿
命
化
や
浴
室

改
修
、
厨
房
拡
張
な
ど
を
行
う
試
年

度
の
大
芝
の
湯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

（
事
業
費
約
4
億
円
）
に
合
わ
せ
て
導

入
を
進
め
た
い
考
え
。

村
に
よ
る
と
、
現
在
の
大
芝
の
湯
は

灯
油
と
電
気
を
使
っ
て
い
て
、
2
3
年
度

の
経
費
は
約
5
0
0
0
万
円
。
新
施
設

の
発
電
能
力
は
1
日
当
た
り
3
0
0

竃
、
2
4
時
間
稼
働
し
た
場
合
の
木
材
必

要
量
は
年
間
1
8
0
0
㌦
を
見
込
む
。

1
0
年
先
ま
で
は
高
原
内
で
調
達
で
き
る

と
い
う
。
交
付
金
は
、
最
大
3
分
の
2

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
環
境
省
の
地
域

脱
炭
素
推
進
交
付
金
の
活
用
を
想
定
し

て
い
る
。
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